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1. 関連マニュアル 
 

本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 

 

Man.No. 形式 マニュアル名称 

SBCA-358 形 NJ501-□□□□ NJシリーズ CPUユニット ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編 

SBCA-359 形 NJ501-□□□□ NJシリーズ CPUユニット ユーザーズマニュアル 

ソフトウェア編 

SBCD-354 形 CJ1W-SCU□2 CJ シリーズ シリアルコミュニケーションユニット

ユーザーズマニュアル NJシリーズ接続編 

SBCA-360 形 NJ501-□□□□ NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本

編 

SBCA-362 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル 

10JLB-306 形 G9SP-□□□□ G9SPシリーズ セーフティコントローラ  
ユーザーズマニュアル 

SJLB-307 形 G9SP-□□□□ G9SPシリーズ セーフティコントローラ  
コマンドリファレンスマニュアル 

 

 

2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 

無手順 プログラム上のシリアルポート出力命令(SerialSend)によるデータ送

信、もしくはシリアルポート入力命令(SerialRcv)によるデータ受信を行

うシリアルコミュニケーションユニットの動作状態です。本動作状態に

することで、任意の相手機器とメッセージの送受信を行います。 

送信メッセージ シリアルコミュニケーションユニットから通信先の相手機器へ送り出

す通信フレーム（コマンド）のことです。SerialSend命令で実行され、

相手機器に送信されます。 

受信メッセージ 通信先の相手機器からシリアルコミュニケーションユニットに送られ

てくる通信フレーム（レスポンス）のことです。相手機器から受信した

データを、SerialRcv命令で読み出します。 

 



3．注意事項 

 

3. 注意事項 
 

(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のうえ、

定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする安全回

路などの安全対策を講じてください。 

(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアルや

取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 

(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 

(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布すること

を禁じます。 

(5) 本資料の記載内容は、2012年 2月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 

 

本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 

 

使用上の注意  

製品が動作不能、誤動作、または性能や機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

参考  
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 

知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 

著作権・商標について 
 

Windowsは米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

EtherCAT®は、ドイツのベッコフオートメーション株式会社がライセンスを供与した登録商標

であり、特許取得済みの技術です。 

本資料に記載されている会社名・製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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4．概要 

 

4. 概要 
 

本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製セーフティコントローラ（G9SP シリー

ズ）を、マシンオートメーションコントローラ NJシリーズ（以下、コントローラ）と、シ

リアル通信で接続する手順とその確認方法をまとめたものです。 

あらかじめ準備されたプロジェクトファイルのシリアル通信設定を通して、設定手順と設定

時のポイントを理解することにより、シリアル通信接続することができます。 

本プロジェクトファイルでは、相手機器に対する「入出力のモニタ」コマンドにより、シリ

アルの接続確認を行います。 

 

オムロンより「Sysmac Studio プロジェクトファイル」の最新ファイルを事前に準備してく

ださい。 

名称 ファイル名 バージョン 

Sysmac Studio プロジェク
トファイル（拡張子：SMC） 

OMRON_G9SP_SERI232_LD_V

100.SMC 

Ver.1.00 

 

 

5. 対象製品と対象ツール 
 

5.1. 対象製品 
接続を保証する対象機器は以下のとおりです。 

 

メーカ 名称 形式 バージョン

オムロン NJシリーズ CPUユニット 形 NJ501-□□□□ － 
オムロン シリアルコミュニケーションユニット 形 CJ1W-SCU□2 － 
オムロン セーフティコントローラ 形 G9SP-□□□□ － 
オムロン 拡張 I/Oユニット 形 CP1W-20EDT□ 

形 CP1W-32ET□ 
－ 

オムロン RS-232Cオプションボード 形 CP1W-CIF01 － 
オムロン G9SPコンフィグレータ 形WS02-G9SP□□-V1 － 

 

参考  
本資料は機器の通信接続確立までの手順について記載したものであって、機器個別の操作や

設置および配線方法に関しては記載しておりません。 

上記製品（通信接続手順以外）の詳細に関しては、対象製品の取扱説明書を参照するか、オ

ムロンまでお問い合わせください。 
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5．対象製品と対象ツール 

 

5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
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形 NJ501-1500+
形 CJ1W-SCU42

 

シリアル通信ケー

ブル(RS-232C) 

 

形 G9SP-N20S 
形 CP1W-CIF01 
形 CP1W-ME05M 

USBケーブル 

パソコン（Sysmac Studio、 
インストール済み、 
OS：Windows7 ） 

形 CP1W-20EDT 
（拡張 I/O 最大 2
台まで接続可能）

拡張 I/O接続ケーブル

メーカ 名称 形式 バージョン 

オムロン シリアルコミュニケーション

ユニット 
形 CJ1W-SCU42 Ver.2.0 

オムロン NJシリーズ CPUユニット 形 NJ501-1500  

オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001  

オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.00 

オムロン Sysmac Studio プロジェクト
ファイル 

OMRON_G9SP_SERI23
2_LD_V100.SMC 

Ver.1.00 

－ パソコン(OS：Windows 7) －  

－ USBケーブル 
（USB2.0 準拠 Bコネクタ）

  

オムロン シリアル通信ケーブル 形 DCA1-5C10  

オムロン セーフティコントローラ 形 G9SP-N20S  

オムロン RS-232Cオプションボード 形 CP1W-CIF01  

オムロン メモリカセット 形 CP1W-ME05M  

オムロン 拡張 I/Oユニット 形 CP1W-20EDT  

オムロン 拡張 I/O接続ケーブル 形 CP1W-CN811  
 

使用上の注意  
オムロン株式会社より「Sysmac Studioプロジェクトファイル」の最新ファイルを事前に準
備してください。 
（ファイルの入手については、オムロン株式会社までお問い合わせください） 

 

参考  
構成機器、バージョンが異なる場合再現できないことがあります。構成、形式、バージョン

を確認のうえ、お客様の構成と異なる場合は、オムロンまでお問い合わせください。 

 

参考  
使用するシリアルケーブル(RS-232C)については、「CJ シリーズ シリアルコミュニケーシ
ョンユニット ユーザーズマニュアル NJシリーズ接続編」(SBCD-354)の「3-3 RS-232C、
RS-422A/485配線の推奨例」を参照してください。 

 

参考  
本資料ではコントローラとの接続に USBを使用します。USBドライバのインストールにつ
いては、「Sysmac Studio Version1.0 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「付録 A-1 
USBケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 
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6．シリアル通信の設定内容 

 

6. シリアル通信の設定内容 
 

本資料で設定する通信パラメータ、ケーブル配線などの仕様を示します。 

 

参考  
本資料および本プロジェクトファイルでは、本章に記載されている設定およびコマンドのみ

の動作が可能です。本設定以外の通信を行うためには、改造が必要です。 

 

 

6.1. シリアル通信設定 
シリアル通信の設定内容は、以下になります。 

 

 形 CJ1W-SCU42 形 G9SP-N20S 

ユニット番号 0 － 

通信（接続）ポート ポート 2 (RS-232C) － 

シリアル通信モード 無手順 － 

データ長 8ビット 8ビット（固定） 

ストップビット 1ビット 1ビット（固定） 

パリティ 偶数（初期値） 偶数（固定） 

伝送速度 9,600 bps（初期値） 9,600 bps（固定） 

無手順スタートコード あり(#40) #40（固定） 

無手順エンドコード なし （#2A0D（固定）） 

※無手順エンドコードには、1byteデータしか設定できないため、本資料では、「#2A0D」を

データとして扱います。 

 

 

使用上の注意  

シリアルコミュニケーションユニットは「形 CJ1W-SCU42」を使用し、ユニット番号は「0」、

通信（接続）ポートは「ポート 2」デバイス名は「SCU」を使用することを前提としていま

す。この条件以外で接続される場合は「9.プロジェクトファイル」を参照のうえ、変数名お

よび設定値を変更して、ラダープログラムを作成してください。 
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6．シリアル通信の設定内容 

 

6.2. ケーブル配線図 
ケーブル配線の詳細については「CJシリーズ シリアルコミュニケーションユニット ユー

ザーズマニュアル NJシリーズ接続編」(SBCD-354)の「第 3章 取付けと接続」を参照して

ください。 

コネクタ形状および信号線（ピンアサイン）を確認してからケーブルを作成してください。 

 

■コネクタ形状および信号線（ピンアサイン） 

＜オムロン 形 G9SP-N20S＋形 CP1W-CIF01＞ 適合コネクタ：D-SUB 9ピン 

  
 
＜オムロン 形 CJ1W-SCU42＞ 適合コネクタ：D-SUB 9ピン 

 
 
■ケーブル（形 DCA1-5C10）／ピン配線図 

シリアルコミュニケーション

ユニット（形 CJ1W-SCU42） 
 セーフティコントローラ 

（形 G9SP-N20S） 

信号名 ピンNo.  ピンNo. 信号名 

FG 1  1 FG 

SD 2  2 SD 

RD 3  3 RD 

RS 4  4 RS 

CS 5  5 CS 

5V 6  6 5V 

DR 7  7 DR 

ER 8  8 ER 

SG 9  9 SG 

RS-232C 

インタ 

フェース 

FG シェル  シェル FG 

RS-232C

インタ 

フェース 

D-SUB 9ピン 
ケーブルコネクタ形状：オス 

 D-SUB 9ピン 
ケーブルコネクタ形状：オス
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6．シリアル通信の設定内容 

 

6.3. 通信接続確認例 
本資料では、「ラダープログラム」を使用し通信接続確認を行います。「ラダープログラム」

の詳細については、「9.プロジェクトファイル」を参照してください。 

コントローラとセーフティコントローラ間では、「入出力のモニタ」のメッセージを送受信し

ます。動作概要を以下に示します。 

 

 CPU シリアルコミュニケ

ーションユニット 

RS-232C セーフティ 

コントローラ 

 ユーザメモリ 

ラダープログラム 

 

 

 

 

   

G9SP_
Comma
ndData 
 

 

    

 

 

 

 
 

 

 

  

SerialSe

nd 命令 
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G9SP_
Respon
seData 

    

 

SerialRc

v 命令 

送信データ 

SerialSend命令実行
入出力のモニタ 

送信データ 

設定エリア 

シリアル通信コマンド送受信 
入出力のモニタ 

受信データ 

受信データ 

格納エリア 

SerialRcv命令実行
入出力のモニタ 



7．接続手順 

 

7. 接続手順 
 

本章では、コントローラをシリアル通信接続する手順について記載します。 

また本資料では、コントローラおよびセーフティコントローラが工場出荷時の初期設定状態

であることを前提として説明します。各機器の初期化については「8.初期化方法」を参照し

てください。 

 

7.1. 作業の流れ 
コントローラをシリアル接続設定する手順は以下のとおりです。 

 

7.3 セーフティコントローラの設定 セーフティコントローラの設定を行います。 
▼  

 7.3.1 オプションボード装着 セーフティコントローラのオプションボードを装着

します。 

▽  

7.4 コントローラの設定 コントローラの設定を行います。 

▼  

 7.4.1 シリアルコミュニケーションユ
ニットのハード設定 

シリアルコミュニケーションユニットのハードスイ

ッチを設定し、コントローラに接続します。 

▼  

 7.4.2 Sysmac Studio の起動とプロジ
ェクトファイルの読み込み 

オートメーションソフトウェア「Sysmac Studio」
を起動し、「Sysmac Studioプロジェクトファイル」
を読み込みます。 

▼  

 7.4.3 オンライン接続とプロジェクト
データの転送 

「Sysmac Studio」をオンライン接続し、プロジェ
クトデータをコントローラに転送します。 

▽  

7.5 接続状態確認 シリアル通信のネットワーク接続状態を確認しま

す。 

▼  

 7.6.1接続状態の確認 シリアル通信が正しく実行されていることを確認し

ます。 

▼  

 7.6.2 データ送受信の確認 正しいデータが送受信されていることを確認しま

す。 

 

 

使用上の注意  

オムロン株式会社より「Sysmac Studioプロジェクトファイル」の最新ファイルを事前に準

備してください。 

（ファイルの入手については、オムロン株式会社までお問い合わせください） 
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7．接続手順 

 

7.2. セーフティコントローラの設定 
セーフティコントローラの設定を行います。 

 

7.2.1. オプションボード装着 
オプションボードを装着します。 

 

使用上の注意  

電源 OFF状態で実行してください。 

 

1 セーフティコントローラの電源
がOFF状態であることを確認し
ます。 

 

2 オプションボードスロットのカ
バーを外し、RS-232Cオプショ

ンボード（形 CP1W-CIF01）を

取り付けます。 

 

セーフティコントローラの

RS-232C通信設定は、以下のと
おり固定です。 
・RS-232C通信設定（固定） 
通信速度：9600bps 
データ長：8 bit 
ストップビット：1 bit 
パリティ：E（偶数パリティ）

 

 
（セーフティコントローラ正面） 

 

（RS-232Cオプションボード） 

3 右図のとおり、セーフティコン
トローラにシリアルケーブル

(RS-232C)を接続します。 

セーフティコントローラに拡張

I/Oを接続します。 

セーフティコントローラの V1

端子に DC24V(+)の線を、G1端

子に GND線を接続します。 

 

 

 

4 セーフティコントローラの電源
を投入します。 

 

入力

出力

DC24V電源

シリアルケーブル
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7．接続手順 

 

7.3. コントローラの設定 
コントローラの設定を行います。 

 

7.3.1. シリアルコミュニケーションユニットのハード設定 
シリアルコミュニケーションユニットのハードスイッチを設定します。 

 

使用上の注意  

電源 OFF状態で設定してください。 

 

1 コントローラの電源がOFF状態
であることを確認します。 
 
※電源 ON 状態だと、以降の操
作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 
 

 

2 「ポート 2」のコネクタにシリア
ルケーブル(RS-232C)を接続し
ます。 
 
※シリアルコミュニケーション

ユニットの「ポート 2」の使用
を前提とします。 

 

 

3 ユニット番号設定スイッチを
「0」に設定します。 
（工場出荷時のユニット番号は

「0」です） 
 

4 コントローラにシリアル通信ユ
ニットを接続します。 
シリアル通信ケーブル、USB ケ
ーブルを接続し、コントローラ

の電源を投入します。 
 

 

シリアルケーブル

形 CJ1W-SCU42

USBケーブル

形 NJ501-1500
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7．接続手順 

 

7.3.2. Sysmac Studioの起動とプロジェクトファイルの読み込み 
オートメーションソフトウェア「Sysmac Studio」を起動し、「Sysmac Studioプロジェク

トファイル」を読み込みます。 

ツールソフトおよびUSBドライバを、あらかじめパソコンにインストールしてください。 

 

1 Sysmac Studioを起動します。 

［インポート］をクリックしま

す。 

 

※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

2 ［プロジェクトをインポート］
ダイアログが表示されますの

で、

[OMRON_G9SP_SERI232_LD_

V100.SMC]（Sysmac Studioプ

ロジェクトファイル）を選択し、

［開く］をクリックします。 

※使用する「Sysmac Studioプロ

ジェクトファイル」は、オム

ロンより入手してください。 

 

3 [OMRON_G9SP_SERI232_LD_

V100]プロジェクト画面が表示

されます。 

画面左側を「マルチビューエク

スプローラ」、右側を「ツールボ

ックス」、中央を「エディットウ

ィンドウ」といいます。 
エディット

ウィンドウ

エディット

ウィンドウ

ツール 
ボックス 

マルチビュー

エクスプロー

ラ 
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7．接続手順 

 

7.3.3. パラメータの確認とビルドの実行 
設定パラメータを確認し、プロジェクトデータのプログラムチェックおよびビルドを実行

します。 

 

1 ［マルチビューエクスプロー
ラ］から、［構成・設定］－［CPU・

増設ラック］をダブルクリック

します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に
［CPU・増設ラック］タブが表

示されます。 

右図のように、画面上のシリア

ルコミュニケーションユニット

を選択します。 

［CJ1W-SCU42］が表示され、

［デバイス名］が[SCU]、［ユニ

ット番号］が[0]であることを確

認します。 

※設定内容が異なる場合は、値

を変更してください。 

 

［高機能ユニット設定］をクリ

ックします。 

3 ［0［ユニット 0］：］タブが表示

されます。 

［表示パラメータグループ］の

プルダウンメニューを開き、［ポ

ート 2：無手順設定］を選択しま

す。 
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7．接続手順 

4 ［表示パラメータグループ］が、
［ポート 2：無手順設定］となり

ます。 

［ポート 2：無手順設定］の設定

内容が表示されます。 

［ポート 2：任意設定の有無］が、

［任意設定］で、その他の項目

が、6.1項の設定内容と同一であ

ることを確認します。 

 

※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから値を変

更してください。値を変更し

た場合は、［適用］をクリック

してください。 

 

 

5 ［マルチビューエクスプロー
ラ］から、［構成・設定］－［I/O

マップ］をダブルクリックしま

す。 

［I/Oマップ］タブが表示され、

ユニットのパラメータが表示さ

れます。 

6 ［I/Oマップ］画面の［変数］エ

リア内のデータの先頭が[SCU]

で、［変数種別］エリアが［グロ

ーバル変数］であることを確認

します。 

 

※設定内容が異なる場合は、右

の図のように[CJ1W-SCU42]

を選択した状態で、マウスの

右ボタンメニューから［デバ

イス変数生成］を選択してく

ださい。 

 

 

 

7 ［マルチビューエクスプロー
ラ］から、［構成・設定］－［タ

スク設定］をダブルクリックし

ます。 

 

 13



7．接続手順 

8 ［エディットウィンドウ］に、
［タスク設定］タブが表示され

ます。 

［プログラムの割付設定］を選

択し、[Primary Task]に

[Program0]が設定されているこ

とを確認します。 

 

9 メニューバーから、［プロジェク
ト］－［全プログラムチェック］

を選択します。 

 

10 ［エディットウィンドウ］下に、
［ビルドウィンドウ］が表示さ

れます。 

エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 

11 メニューバーから、［プロジェク
ト］－［リビルド］を選択しま

す。 

 

 

 

 

変換中の画面が表示されます。 

 
 

 

12 ［ビルドウィンドウ］内のエラ
ーおよびワーニングが、ともに

「0」であることを確認します。
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7．接続手順 

 

7.3.4. オンライン接続とプロジェクトデータの転送 
「Sysmac Studio」をオンライン接続し、プロジェクトデータをコントローラに転送しま

す。 
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1 メニューバーから、［コントロー
ラ］－［通信設定］を選択しま

す。 

 

2 ［通信設定］ダイアログが表示
されます。 

［接続方法］から、［USB-直接接

続］を選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

3 メニューバーから、［コントロー
ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 

 

確認のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 

 

※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、［はい］や

[Yes]など処理を進める選択を
行ってください。 

 

※表示されるシリアル IDは機器
により異なります。 

 

 

 

 



7．接続手順 

 

参考  
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version1.0 オ
ペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「第 5章 コントローラとの接続」を参照してくだ
さい。 
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4 オンライン状態になると、［エデ
ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

 

5 メニューバーから、［コントロー
ラ］－［同期］を選択します。 

 

6 ［同期］ダイアログが表示され
ます。 

転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックが付いてい

ることを確認して、［転送[パソコ

ン→コントローラ]］をクリック

します。 

7 確認ダイアログが表示されます
ので、［はい］をクリックします。

 

 

同期中の画面が表示されます。 

 

 

確認ダイアログが表示されます

ので、［いいえ］をクリックしま

す。 

 

 

8 同期したデータの文字色が［同
期済み］色になり、 

「同期は成功しました。」と表示

されていることを確認します。 

問題がなければ、［閉じる］をク

リックします。 

※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、本項の手順を

再実行してください。 



7．接続手順 

9 メニューバーから、［コントロー
ラ］－［コントローラリセット］

を選択します。 

 

※［コントローラリセット］が

選択できない場合は、［動作モ

ード］が［運転モード］にな

っています。メニューバーか

ら、［コントローラ］－［動作

モード］－［プログラムモー

ド］を選択して、［プログラム

モード］に変更してから、本

項の手順を実行してくださ

い。 

 

 

10 確認用のダイアログが何度か表
示されますので、［はい］をクリ

ックしてください。 

 

11 コントローラがリセットされ、
Sysmac Studio はオフライン状

態になります。 

上段の黄色い枠が消えます。 

1～4項の手順で、オンライン状

態にします。 
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7．接続手順 

 

7.3.5. ユニット設定の転送 
シリアルコミュニケーションユニットの設定データを転送します。 

 

1 メニューバーから［コントロー
ラ］－［動作モード］－［プロ

グラムモード］を選択します。 

2 確認用のダイアログが表示され
ますので、［はい］をクリックし

ます。 

3 ［コントローラステータス］に、
［プログラムモード］と表示さ

れます。  

4 ［マルチビューエクスプロー
ラ］から、［構成・設定］－［CPU・

増設ラック］をダブルクリック

します。 

画面上のシリアルコミュニケー

ションユニットを選択します。 

［高機能ユニット設定］をクリ

ックします。 

5 ［0［ユニット 0］：］タブが表示

されます。 

［転送［パソコン→コントロー

ラ］］をクリックします。 
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7．接続手順 

6 確認用のダイアログが表示され
ます。 

［はい］をクリックします。 

 

転送中のダイアログが表示され

ます。 

 

その後、確認用のダイアログが

表示されます。 

［はい］をクリックします。 

 
 

7 ［ポート選択］ダイアログが表
示されます。 

［全てのポート］を選択し、[OK]

をクリックします。 

※［全てのポート］でなく

[HostLink2]を選択することも

できます。  

8 確認用のダイアログが表示され
ます。 

[OK]をクリックします。 
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7．接続手順 

 

7.4. 接続状態確認 
転送したプロジェクトファイルを実行し、シリアル通信が正しく行われていることを確認し

ます。 

 

使用上の注意  

以降の手順を実施する前に、シリアルケーブルが接続されていることを確認ください。 

接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてからシリアルケーブルを接続してくだ

さい。 

 

7.4.1. ラダープログラムの実行と受信データの確認 
ラダープログラムを実行し、コントローラの変数に正しいデータが書き込まれていること

を確認します。 

 

安全上の要点 

ラダープログラムを実行するときは、安全を十分に確認してから行ってください。 

ユニットの動作モードにかかわらず、接続機器が誤動作し、けがをする恐れがあります。 

 

1 メニューバーから［コントローラ］
－［動作モード］－［運転モード］

を選択します。 

 

 

 

 

確認用のダイアログが表示されます

ので、［はい］を選択します。 

 

2 ［コントローラステータス］に、［運
転モード］と表示されます。 
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7．接続手順 

3 コントローラが、モニタ状態である
ことを、Sysmac Studioのツールバ

ーの［モニタ］および［モニタ停止］

ボタンで確認します。 

右図のように［モニタ］ボタンが選

択されて選択不可状態であり、［モニ

タ停止］ボタンが選択可能状態（モ

ニタ状態）であることを確認します。

※モニタ停止状態の場合は、

Sysmac Studioのメニューバーか

ら、［コントローラ］－［モニタ］

を選択します。 

 

 

 
 

 モニタ 

 モニタ停止 
 

 

4 メニューバーから、［表示］－［ウォ
ッチウィンドウ］を選択します。 

 

5 ［エディットウィンドウ］の下段に、
［ウォッチウィンドウ］タブが表示

されます。 

6 ［名称］エリアに以下の値が表示さ
れていることを確認します。 
 Input_Start 
 Output_Status 
 Output_ErrorCode1 
 Output_ErrorCode2 
 G9SP_ResponseData[0-198] 
 G9SP_CommandData 
 
※必要な変数が表示されていない場

合は、［名前を入力］をクリックし

て追加してください。 
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7．接続手順 

7 [Input_Start]の［変更］エリアの

[TRUE]をクリックします。 

 

 

 

[Input_Start]の［モニタ値］が[True]

になります。 

[Output_Status]他の［モニタ値］が

初期化され、[FFFF]になります。 

 

シリアル通信が正常終了すると、

[Output_Status]他の［モニタ値］が

[0000]になります。 

 

 

8 受信したレスポンスデータは、
[G9SP_ResponseData[0]～ [198]]に
格納されます。 
右図のように、参照したいエリアを

［ウォッチウィンドウ］に指定して

確認します。 
[G9SP_ResponseData[2]～ [5]]が、
右の図の様に受信していると正常終

了となります。 
 G9SP_ResponseData[2]：C3 
 G9SP_ResponseData[3]：00 
 G9SP_ResponseData[4]：00 
 G9SP_ResponseData[5]：CB 
 

 

←レスポンス長 

←終了コード(H)

←終了コード(L)

←サービスコード

←通信送信データ

← 同上 

← 同上 

← 同上
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8．初期化方法 

 

8. 初期化方法 
 

本資料では、各機器が工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 

初期設定状態から変更された機材を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 

 

8.1. 接続状態確認 
コントローラの初期化を行うためには、CPUユニットの初期化とシリアルコミュニケーショ

ンユニットの初期化が必要になります。 

 

8.1.1. CPUユニット 
コントローラの設定を初期設定状態に戻すためには、Sysmac Studioのメニューバーから

［コントローラ］－［メモリオールクリア］を選択して処理を進めてください。 
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8．初期化方法 

 

8.1.2. シリアルコミュニケーションユニット 
シリアルコミュニケーションユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、「Sysmac 

Studio」にて、［CPU・増設ラック］内の[CJ1W-SCU42]の［高機能ユニット設定の編集］

を選択します。 

［デフォルト値に戻す］を選択し、［適用］を選択後、［転送（パソコン→コントローラ）］

を実行してください。 
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9．プロジェクトファイル 

 

9. プロジェクトファイル 
 

本資料で使用するプロジェクトファイルの詳細を示します。 

 

9.1. 概要 
本章では、セーフティコントローラ（以下「相手機器」または「G9SP」と略す）をコントロ

ーラ（シリアルコミュニケーションユニット（以下「SCU ユニット」と略す））に接続する

ためのプロジェクトファイルの仕様および機能について説明します。 

 

プロジェクトファイルとは、「Sysmac Studioプロジェクトファイル」を示します。 

本プロジェクトファイルには、あらかじめ下記のデータが組み込まれています。 

・SCUユニットの通信設定およびプログラムのタスク設定 

・シリアル通信を行うためのラダープログラム 

・ラダープログラムで使用する変数の「変数テーブル」およびデータ型の定義 

 

本プロジェクトファイルは、SCUユニットのシリアル通信を使用し、相手機器に対して「入

出力のモニタ結果の読み出し」を行い、正常／異常終了を判定します。 

本プロジェクトファイルの正常終了は、シリアル通信の正常終了とします。 

また異常終了は、シリアル通信の異常終了および相手機器の異常（相手機器からのレスポン

スデータより判定）とします。 

 

参考  
本プロジェクトファイルは、当社の実施した試験構成、各商品バージョン、評価に使用した

商品ロットにおいて通信が可能であることを確認しております。 
電気的ノイズ等の外乱下や機器自体の性能のばらつきにおいて、動作を保証するものではあ

りません。 

 

参考  
Sysmac Studioでは、10進データと 16進データの区別が必要な場合には、10進データの先
頭に変数型名+’#’、16進データの先頭に変数型名+’#’+’16’+’#’を付け区別します。
（10進「INT#1000」→ 16進「INT#16#03E8」など。DINTの場合変数型名+’#’は不要。）

 

 

9.1.1. 通信データの流れ 
コントローラ（SCUユニット）から相手機器に対して通信コマンド（以下、コマンド）を発

行し、相手機器からレスポンスデータを受信するまでの流れです。 

1. コマンド送信 ラダープログラムで設定した送信メッセージをSCUユ

ニットから相手機器に対して発行します。 

 ▼  

2. レスポンス受信 SCU ユニットで取り込んだ相手機器からのレスポンス

データを、指定された CPUユニットの内部変数に格納

します。 
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9．プロジェクトファイル 

 

9.1.2. シリアル通信命令と送受信メッセージ 
シリアルコミュニケーションユニット用ファンクションブロック（以下、シリアル通信命

令）と送受信メッセージの一般的な動きについての概要を説明します。 

 

参考  
詳しくは、「NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本編」(SBCA-360) の「第

2章 各命令の説明 通信命令」を参照してください。 

 

 

●シリアル通信命令 

本プロジェクトファイルでは、以下の 2種類の標準搭載命令を使用して、シリアル通信を

実現しています。 

名称 ファンクショ

ンブロック 

説明 

シリアルコミュニケーション

ユニット シリアルポート出力

SerialSend シリアルポートから、無手順でデータ

を送信します。（送信命令） 

シリアルコミュニケーション

ユニット シリアルポート入力

SerialRcv シリアルポートから、無手順の受信デ

ータを読み出します。（受信命令） 

 

 

●シリアル通信命令引数データ 

・シリアルコミュニケーションユニット シリアルポート出力命令 
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9．プロジェクトファイル 

 

・シリアルコミュニケーションユニット シリアルポート入力命令 

 

 

 

・相手先ポート指定「Port」のデータ型(_sPORT) 

 

 

 

●送受信メッセージ 

【送受信メッセージ概要】 

 
 ※ST（スタートコード）と ED（エンドコード）は、以下に示す SCUユニットの設定値に

なります。 
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9.2. 相手機器コマンド 
本プロジェクトファイルの相手機器コマンドについて説明します。 

 

9.2.1. コマンドフォーマット 
相手機器のコマンドフォーマットを示します。 

変数 種類 データ 値 備考 
 ST スタートコード #16#40 固定 

G9SP_Send
Command_ 

 
  

BYTE[0] #16#00 固定 
BYTE[1] #16#00 固定 
BYTE[2] #16#0F 固定 
BYTE[3] #16#4B 固定 
BYTE[4] #16#03 固定 
BYTE[5] #16#4D 固定 
BYTE[6] #16#00 固定 
BYTE[7] 

固定データ 

#16#01 固定 
BYTE[8] #16#aa bit00～07 
BYTE[9] #16#bb bit08～15 

BYTE[10] #16#cc bit16～23 
BYTE[11] 

通信受信データ 

#16#dd bit24～31 
BYTE[12] #16#e0 bit7：エコーバック 
BYTE[13] 

エコーバック 
#16#00 固定 

BYTE[14] #16#ff チェックサム（上位） 
BYTE[15] 

チェックサム 
#16#gg チェックサム（下位） 

BYTE[16] #16#2A 固定 
BYTE[17] 

データ 

エンドコード 
#16#0D 固定 

※チェックサムは STと G9SP_SendCommand_BYTE[0]から[13]までを計算します。 
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9.2.2. レスポンスフォーマット 
相手機器のレスポンスフォーマットを示します。 

 

＜正常レスポンス＞ 

変数 種類 データ 値 備考 
 ST スタートコード #16#40 固定 

G9SP_Respon
se 

 
  

Data[0] #16#00 固定（レスポンス長(HL)） 
Data[1] #16#00 固定（レスポンス長(LH)） 
Data[2] 

レスポンス長 
#16#C3 固定（レスポンス長(LL)） 

Data[3] #16#00 固定（終了コード(H)） 
Data[4] 

終了コード 
#16#00 固定（終了コード(L)） 

Data[5] サービスコード #16#CB 固定 
Data[6] #16#aa bit00～07 
Data[7] #16#bb bit08～15 
Data[8] #16#cc bit16～23 
Data[9] 

通信送信データ 

#16#dd bit24～31 
Data[10] #16#ee bit00～07 
Data[11] #16#ff bit08～15 
Data[12] #16#0g bit16～19 

Data[13]～[15] 

安全入力端子デ

ータ 
#16#00 未使用 

Data[16] #16#hh bit00～07 
Data[17] #16#ii bit08～15 

Data[18]～[19] 

安全出力端子デ

ータ 
#16#00 未使用 

Data[20] #16#jj bit00～07 
Data[21] #16#kk bit08～15 
Data[22] #16#0l bit16～19 

Data[23]～[25] 

安全入力端子ス

テータス 
#16#00 未使用 

Data[26] #16#mm bit00～07 
Data[27] #16#nn bit08～15 

Data[28]～[29] 

安全出力端子ス

テータス 
#16#00 未使用 
#16#oo 安全入力端子 01 安全入力端子 00
#16#pp 安全入力端子 03 安全入力端子 02

：  
#16#qq 安全入力端子 17 安全入力端子 16

Data[30]～[39] 

#16#rr 安全入力端子 19 安全入力端子 18

Data[40]～[53] 

安全入力端子異

常要因 

#16#00 未使用 
#16#ss 安全入力端子 01 安全入力端子 00
#16#tt 安全入力端子 03 安全入力端子 02

：  
#16#uu 安全入力端子 17 安全入力端子 16

Data[54]～[63] 

#16#vv 安全入力端子 19 安全入力端子 18

Data[64]～[69] 

安全出力端子異

常要因 

#16#00 未使用 
Data[70]～[71] 予約 #16#00 未使用 

Data[72] #16#ww bit7：エコーバック 
bit0：ユニット正常運転ステータス 

Data[73] 
ユニットステー

タス・エコーバ

ック 

#16#xx bit5：ファンクションブロック実行異
常フラグ 

bit2：安全入出力端子異常フラグ 
bit1：出力用電源電圧異常フラグ 

Data[74] #16#yy 下位バイト 
Data[75] 

デー

タ 

コンフィグレーショ

ン ID #16#zz 上位バイト 
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変数 種類 データ 値 備考 
Data[76] #16#aa 1バイト目 
Data[77] #16#bb 2バイト目 
Data[78] #16#cc 3バイト目 
Data[79] 

ユニット通電時間

現在値 

#16#00 未使用 
Data[80]～[99] 予約 #16#00 未使用 

#16#dd 異常情報マップ 0 
#16#ee 異常情報マップ 1 

： 
#16#ff 異常情報マップ 10 

Data[100]～
[111] 発生中の異常情

報 

#16#gg 異常情報マップ 11 
Data[112] #16#hh 異常履歴数 
Data[113] 

異常履歴数_操作

履歴数 #16#ii 操作履歴数 
#16#jj 異常コード 1件目 
#16#kk 発生時の通電時間 1バイト目 
#16#ll 発生時の通電時間 2バイト目 
#16#mm 発生時の通電時間 3バイト目 
： ： 

#16#nn 異常コード 10件目 
#16#oo 発生時の通電時間 1バイト目 
#16#pp 発生時の通電時間 2バイト目 

Data[114]～
[153] 

異常履歴_異常コ

ード_通電時間 

#16#qq 発生時の通電時間 3バイト目 
#16#rr 操作コード 1件目 
#16#ss 発生時の通電時間 1バイト目 
#16#tt 発生時の通電時間 2バイト目 
#16#uu 発生時の通電時間 3バイト目 
： ： 

#16#vv 操作コード 10件目 
#16#ww 発生時の通電時間 1バイト目 
#16#xx 発生時の通電時間 2バイト目 

Data[154]～
[193] 

操作履歴_操作コ

ード_通電時間 

#16#yy 発生時の通電時間 3バイト目 
Data[194] #16#zz チェックサム（上位） 
Data[195] 

チェックサム 
#16#aa チェックサム（下位） 

Data[196] #16#2A 固定 
Data[197] 

 

エンドコード 
#16#0D 固定 

※チェックサムは STと G9SP_ResponseData[0]から[193]までを計算します。 

※レスポンス長は G9SP_ResponseData[3]から[197]までを計算します。 
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＜異常レスポンス＞ 

変数 種類 データ 値 備考 
 ST スタートコード #16#40 固定 

G9SP_Respon
se 

 
  

Data[0] #16#00 固定（レスポンス長(HL)） 
Data[1] #16#00 固定（レスポンス長(LH)） 
Data[2] 

レスポンス長 
#16#09 固定（レスポンス長(LL)） 

Data[3] #16#00 固定（終了コード(H)） 
Data[4] 

終了コード 
#16#00 固定（終了コード(L)） 

Data[5] サービスコード #16#CB 固定 
Data[6]～[7] データ #16#aa 予約（任意） 

Data[8] #16#bb チェックサム（上位） 
Data[9] 

チェックサム 
#16#cc チェックサム（下位） 

Data[10] #16#2A 固定 
Data[11] 

デー

タ 

エンドコード 
#16#0D 固定 

※チェックサムは STと G9SP_ResponseData[0]から[7]までを計算します。 

※レスポンス長は G9SP_ResponseData[3]から[11]までを計算します。 

 

参考  
詳しくは「G9SPシリーズ セーフティコントローラ ユーザーズマニュアル」(SJLB-306)

の「第 7章 オプションボードによる標準 PLCとの通信」を参照してください。 

 

 

 

9.2.3. 送受信メッセージ 
コマンドフォーマットの STから順番に送信されます。 

同様にレスポンスフォーマットの STから順番に受信されます。 

 

※送信メッセージ 
40 00 00 0F 4B 03 4D 00 01 ・・（全 19バイト） 

 

※受信メッセージ 1（正常処理時） 
40 00 00 C3 00 00 CB aa ・・（全 199バイト）

 
※受信メッセージ 2（異常処理時） 

40 00 00 09 00 00 CB aa ・・（全 13バイト） 
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9.3. 異常判断処理 
本プロジェクトファイルでは、以下に示す①～③の 3 つの範囲に分け、異常判断処理を行っ

ています。エラーステータスについては、「9.7.エラーステータス一覧」を参照してください。 

 

シリアルケーブル

相手機器形 NJ501-1500+
形 CJ1W-SCU42

③②① 

① SerialSend/SerialRcv命令実行時の異常（通信命令異常） 

SCU ユニット設定誤りや変数設定ミスなど、SerialSend/SerialRcv 命令が異常終了するこ

とを「通信命令異常」として判定します。判定は、命令実行時のエラーフラグ(Error)で行

います。 

 

② SCUユニット異常（ユニット異常） 

SCUユニットが通信可能状態にならないなどの異常を「ユニット異常」として判定します。

判定は、タイムアウト検知により行います。 

 

③ 相手機器の異常（相手機器異常） 

相手機器でのコマンド異常、パラメータ異常、データ異常、実行不可などの異常、または、

データ伝送時の文字化けや通信速度設定の不一致による伝送エラーなど、相手機器との通

信において発生した異常を「相手機器異常」として判定します。 

判定は、相手機器から返送されてくるレスポンスデータにより行います。本プロジェクト

ファイルでは、正常時の受信メッセージ（以下、正常メッセージ）と異常時の受信メッセ

ージ（以下、異常メッセージ）のフォーマットの違いにより異常を判定しています。（詳し

くは、「9.2.3. 送受信メッセージ」を参照してください） 

 

#40 #0000C3 #0000 #CB 188Byte #**** #2A0D 正常メッセ

ージ 
（正常応答） 

スタート

コード 
レスポン

ス長 
終了コー

ド 
サービス

コード 
データ チェック

サム 
デリミタ

 

#40 #000009 #0000 #CB #**** #**** #2A0D 異常メッセ

ージ 
（異常応答） 

スタート

コード 
レスポン

ス長 
終了コー

ド 
サービス

コード 
予約デー

タ 
チェック

サム 
デリミタ
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9.4. 使用変数 
本プロジェクトファイルで使用している変数です。 

 

9.4.1. 外部変数 
本プログラムの実行にあたって必要な外部変数一覧です。 

グローバル変数を使用するときに、各プログラムで宣言します。 

 

参考  
データ型に配列を指定する場合、「Sysmac Studio」では、データ型は「ARRAY[0..2] OF 
WORD」と表示されます。しかし、本資料では、配列を表す場合、データ型を「WORD[3]」
のように簡略化して表記します。 
また、「Sysmac Studio」でデータ型に配列型を指定する場合、以下の両方の指定が可能です。
・ARRAY[0..2] OF WORD 
・WORD[3] 
上記例は、WORD型を 3Word分配列で確保することを意味しています。 

 

 

●使用変数 

(1) 本プログラムを操作・確認するため変数です。 

名称 データ型 説明 

Input_Start BOOL 
False(OFF)→True(ON)で本プロジェクトファイルが
起動します。 

Output_Status WORD 

本プロジェクトファイルの実行結果が格納されます。

 #16#FFFF：初期値 

 #16#0000：正常終了 

 #16#FF01：SerialSend 命令異常 

 #16#FF02：SerialRcv 命令異常 

 #16#FF03：相手機器異常（受信データ値が異常） 

 #16#FF04：通信異常（タイムアウト検知） 

Output_ErrorCode1 WORD 
命令異常発生時の各命令のErrorIDの値や相手機器異
常コードを格納します。 
（初期値：#16#FFFF） 

Output_ErrorCode2 DWORD 
命令異常発生時の各命令の ErrorIDEx の値や相手機
器異常コードを格納します。 
（初期値：#16#FFFF FFFF） 

SCU_Inport _sPORT 
SCUユニットのユニット番号とポート番号を設定し
ます。 

G9SP_CommandData 
G9SP_Com
mandFormat 

G9SPに送信するコマンドを設定します。 

G9SP_SendCommand
_BYTE 

BYTE[18] 
G9SP_CommandDataを SerialSend命令で使用する
BYTE配列に変換したデータです。 

G9SP_SendCommand
_Checksum_WORD 

WORD 送信データのチェックサム値（WORD型）です。 

G9SP_SendCommand
_Checksum_HighByte 

BYTE 
チャックサム値（WORD型）の上位バイトデータで
す。 

G9SP_SendCommand
_Checksum_LowByte 

BYTE 
チャックサム値（WORD型）の下位バイトデータで
す。 

G9SP_ResponseData BYTE[199] SerialRcv命令で受信した BYTE配列のデータです。
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(2) 本プログラムで使用している SCUユニットの変数です。 

アドレス データ型 説明 

SCU_P2_NopSerialS
endExecSta 

BOOL 
SerialSend 命令実行中フラグ： 

データ送信中ON し、送信が完了すると OFF します。 

SCU_P2_NopRcvCo
mpleteSta 

BOOL 
受信完了フラグ： 

データを受信完了したときONし、受信データをSerialRcv命

令に指定する変数に保管が完了すると OFF します。 

SCU_P2_NopRcvCn
tSta 

UINT 受信カウンタ：受信したデータサイズを格納します。 

 

参考 
 シリアルコミュニケーションユニット変数の詳細については、「CJシリーズ シリアルコミ
ュニケーションユニット ユーザーズマニュアル NJシリーズ接続編」(SBCD-354)の「5-2 
CJ ユニットデバイス変数、システム定義変数（シリアルゲートウェイモード使用時）」を参
照してください。 

 

(3) 本プログラムで使用しているシステム変数です。 

アドレス データ型 説明 

_Port_isAvailable BOOL ネットワーク通信命令実行可フラグ 

 

参考 
 
シリアル通信命令使用時のシステム変数については、「NJシリーズ コマンドリファレンス
マニュアル 基本編」(SBCA-360)の「第 2 章 各命令の説明 SerialSend、SerialRecv」を
参照してください。 

 

 

●構造体 

外部変数で使用している構造体の詳細を示します。 

(1) _sPORT 
変数 名称 内容 データ型 有効範囲 初期値 

SCU_Inpor
t 

相手先ポー

ト指定 
相手先ポート指定 _sPORT －  

 UnitNo ユニット番

号 
SCU ユニットのユニ
ット番号 

_eUnitNo _CBU_No00 ～
_CBU_No15 

_CBU_No00 

 Physic
PortNo 

シリアルポ

ート番号 
SCU ユニットのシリ
アルポート番号 

USINT 1,2 1 

 

(2) G9SP_CommandFormat 
変数 名称 内容 データ型 有効範囲 初期値

G9SP_Comman
dFormat 

G9SP コマン

ド設定 
G9SP に送信するコマ
ンドデータを指定 

G9SP_Comm
andFormat 

－  

 FixationArea
1 

固定エリア 1 ユーザの変更不可能な

固定データを設定 
USINT[8] 固定 － 

 SendData ユーザ指定エ

リア 
ユーザが変更可能な「通

信受信データ」や「エコ

ーバックデータ」を設定

USINT[6] #16#00 ～
#16#FF 

－ 

 CheckSum チェックサム

エリア 
チェックサム値を設定 UINT #16#00 ～

#16#FF 
－ 

 FixationArea
2 

エンドコード

エリア 
エンドコード

(#16#2A0D)を設定 
USINT[2] 固定 － 

 34



9．プロジェクトファイル 

 35

 

9.4.2. 内部変数 
本プロジェクトファイルの実行にあたって必要な内部変数一覧です。 

本プログラム内でのみ使用できます。 

 

●内部処理用変数 

本プログラム内で使用しているファンクションブロックです。 

名称 データ型 説明 
G9SP_SerialSend_Instance SerialSend SerialSend命令のインスタンスです。 
G9SP_SerialRcv_Instance SerialRcv SerialRcv命令のインスタンスです。 

G9SP_RcvWait_Timer TON 

データ受信待ちタイマ。通常データの受信が完了

（SCU_P2_NopRcvCompleteStaが ON）してから
SerialRcv命令を実行するが、受信完了が検知でき
なくても、送信完了の一定時間後、SerialRcv命令
を実行するためのタイマ。（設定値：200ms） 

G9SP_Check_Timer TON 

G9SP送受信完了確認タイマ。Input_Startが ONし
てから、送受信完了まで動作するタイマ。本タイマ

が ONするとタイムアウト異常となる。（設定値：
20秒） 

 

 

●使用変数 

本プログラム内で使用している変数です。 

名称 データ型 説明 

G9SP_ResponseData_OK BOOL 
本プログラムで正常レスポンスを受信したとき、ONし
ます。 

G9SP_Error_End BOOL 
本プログラムを実行し、何らかの異常が発生したとき、

ONします。 

G9SP_Excuting BOOL 
シリアル通信実行中フラグ。Input_Startが ONしてか
ら、正常終了(G9SP_ResponseData_OK)もしくは、異
常終了(G9SP_Error_End)が ONするまで、ONします。

G9SP_SerialSend_Excute BOOL 
SerialSend命令実行フラグ。SerialSend命令が実行中
の間（Doneが ONするまで）、ONします。 

G9SP_SerialSend_Wait BOOL 
データ送信中フラグ。SerialSend命令完了後、データ
の送信が完了（SCU_P2_NopSerialSendExecStaが
OFFするまで）、ONします。 

G9SP_SerialSend_End BOOL 
データ送信完了フラグ。データ送信が完了したとき、

ONします。 

G9SP_SerialSend_Error BOOL 
SerialSend命令エラーフラグ。SerialSend命令がエラ
ー終了したとき、ONします。 

G9SP_SerialRcv_Excute BOOL 
SerialRcv命令実行フラグ。SerialRcv命令が実行中の
間（Doneが ONするまで）、ONします。 

G9SP_SerialRcv_End BOOL 
データ受信完了フラグ。データ受信処理が完了したと

き、ONします。 

G9SP_SerialRcv_Error BOOL 
SerialRcv命令エラーフラグ。SerialRcv命令がエラー
終了したとき、ONします。 

G9SP_TimeOUT BOOL 
G9SP送受信タイムアウトフラグ。G9SP_Check_Timer
がタイムアップしたとき、ONします。 

G9SP_ReceiveData_error BOOL 
受信データ異常フラグ。受信したデータが正常データ

でないとき、ONします。 
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9.5. ラダープログラム 
 

9.5.1. ラダープログラムの機能構成 
本プログラムの機能構成は、以下のとおりです。 

大分類 小分類 内容 

1.初期処理 1.1.SCUユニット設定 
1.2.G9SPコマンドデータ設定 
1.3.チェックサム生成 
1.4.送信データ変換 
（USINT→BYTE） 

1.5.レスポンスデータエリアおよび
ステータス初期化 

1.6.シリアル通信実行中フラグ ON
と監視タイマ（20秒）実行 

通信の前準備として、使用変数の

クリアおよび初期設定を行いま

す。 

2.SerialSend
命令実行中

状態管理 

2.1.SerialSend命令実行フラグ生成
2.2.SerialSend命令実行 
2.3.SerialSend命令エラーチェック
2.4.データ送信完了待ち 
2.5.データ送信完了確認 
2.6.エラーステータス保存 

SerialSend命令を実行し、データ
送信完了を待ちます。 
異常終了した場合は、エラーステ

ータスをステータスエリアに格納

します。 

3. SerialRcv命
令実行中状

態管理 

3.1.SerialRcv命令実行フラグ生成 
3.2.SerialRcv命令実行 
3.3.SerialRcv命令エラーチェック 
3.4.データ受信完了確認 
3.5.エラーステータス保存 

SerialRcv命令を実行し、データ受
信完了を待ちます。 
異常終了した場合は、エラーステ

ータスをステータスエリアに格納

します。 
4.終了処理 4.1.レスポンスデータ確認 

4.2.エラーフラグ生成 
受信データを確認します。 
異常発生時、エラーフラグを ON
します。 

 

 

9.5.2. 各機能構成の詳細説明 
本プログラムの機能の詳細を以下に示します。 

 

1.初期処理 

 

 

No. 概要 内容 

1.1. SCUユニット設定 構造体 SCU_Inportに、SCUユニットのユニット番号とシリ

アルポート番号を設定します。 
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No. 概要 内容 

1.2. G9SP コマンドデー

タ設定 

G9SPに送信するコマンドを設定します。 

赤枠部分は、ユーザが変更可能な「通信受信データ」や「エ

コーバックデータ」エリアになります。任意の値を設定でき

ます。 

1.3. チェックサム生成 設定したコマンドデータのチェックサム値を計算します。 
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No. 概要 内容 

1.4. 送信データ変換 

（USINT→BYTE） 

設定したコマンドデータおよび計算したチェックサム値を

SerialSend命令に設定するために BYTE配列に変換します。
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No. 概要 内容 

1.5. レスポンスデータエ

リアおよびステータ

ス初期化 

レスポンスエリアおよびステータスエリアの初期化を行いま

す。ステータスエリアは、「#16#FFFF」で初期化します。 

1.6. シリアル通信実行中

フラグ ON と監視タ

イマ（20秒）実行 

シリアル通信実行中を示す「G9SP_Excuting」を ONします。

また、タイムアウト検知のため、G9SP送受信完了確認タイマ

「G9SP_Check_Timer」を動作させます。 

G9SP 送受信完了確認タイマがタイムアウトすると、

「G9SP_TimeOUT」を ONし、異常ステータスを格納します。
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2.SerialSend命令実行中状態管理 

 

 
No. 概要 内容 

2.1. SerialSend 命令実行

フラグ生成 

SerialSend 命令実行中フラグが ON していなければ、

「G9SP_SerialSend_Excute」を ON し、SerialSend 命令実行処理に

入ります。SerialSend 命令のDone フラグがONすれば、同フラグ

を OFF します。 

2.2. SerialSend命令実行 SerialSend命令を実行します。 

2.3. SerialSend 命令エラ

ーチェック 

SerialSend命令の Errorフラグが ONすると、

「G9SP_SerialSend_Error」フラグを ONします。 

2.4. データ送信完了待ち 

2.5. データ送信完了確認 

「G9SP_SerialSend_Excute」が OFF したときに、

「G9SP_SerialSend_Wait」を ON します。SerialSend 命令実行中フ

ラグがONすると、送信処理が完了し、「G9SP_SerialSend_Wait」を

OFF し、「G9SP_SerialSend_End」を ON します。 
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9．プロジェクトファイル 

 

 

 

No. 概要 内容 

2.6. エラーステータス保

存 

SerialSend命令がエラー終了したとき、次のステータスを設

定します。 

・Output_Status：#16#FF01 

・Output_ErrorCode1：SerialSend命令の ErrorID 

・Output_ErrorCode2：SerialSend命令の ErrorIDEx 

 

 

参考  
エラーステータスの詳細は、本資料「9.7.エラーステータス一覧」を参照してください。 
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9．プロジェクトファイル 

 

3.SerialRcv命令実行中状態管理 

 

 
 

No. 概要 内容 

3.1. SerialRcv 命令実行

フラグ生成 

「G9SP_SerialSend_End」がONし、受信完了フラグがONしていれ

ば、「G9SP_SerialRcv_Excute」を ON し、SerialRcv 命令実行処理

に入ります。SerialRcv 命令の Done フラグが ONすれば、同フラ

グを OFF します。 

受信完了フラグが ON しない場合、一定時間(200ms)経過後、

「G9SP_SerialRcv_Excute」をONし、SerialRcv命令を実行します。

3.2. SerialRcv命令実行 SerialRcv命令を実行します。 

3.3. SerialRcv 命令エラ

ーチェック 

SerialRcv命令の Errorフラグが ONすると、

「G9SP_SerialRcv_Error」フラグを ONします。 

3.4. データ受信完了確認 「G9SP_SerialRcv_Excute」が OFF したときに、

「G9SP_SerialSend_End」を ON します。 
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No. 概要 内容 

3.4. データ受信完了確認 「G9SP_SerialRcv_Excute」が OFF したときに、

「G9SP_SerialSend_End」を ON します。 

3.5. エラーステータス保

存 

SerialRcv命令がエラー終了したとき、次のステータスを設定

します。 

・Output_Status：#16#FF02 

・Output_ErrorCode1：SerialRcv命令の ErrorID 

・Output_ErrorCode2：SerialRcv命令の ErrorIDEx 

 

 

参考  
エラーステータスの詳細は、本資料「9.7.エラーステータス一覧」を参照してください。 
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9．プロジェクトファイル 

4.終了処理 

 

 

No. 概要 内容 

4.1. レスポンスデータ正

常確認 

受信したレスポンスデータ（G9SP_ResponseData[2]～[5]）

を、固定データと同じであることを確認し、同じ場合、次の

データを設定します。 

Output_Status：#16#0000 

Output_ErrorCode1：#16#0000 

Output_ErrorCode2：#16#00000000 

G9SP_ResponseData_OK：ON 
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No. 概要 内容 

4.2. レスポンスデータ異

常コード保存 

4.1で比較結果が異なる場合、次のデータを設定します。 

Output_Status：#16#FF03 

G9SP_ResponseData_error：ON 

Output_ErrorCode：G9SP_ResponseData[5]＋[2] 

（サービスコード＋レスポンス長） 

Output_ErrorCode： 

G9SP_ResponseData[7]＋[6]＋[4]＋[3] 

（異常応答時の予約データ＋終了コード） 

4.3. エラーフラグ生成 任意のエラー発生時、「G9SP_Error_End」を ONします。 
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9.6. タイムチャート 
ラダープログラムのタイムチャートです。 

タイムチャートパターンの定義は以下のとおりです。 

 

パターン 正常終了 異常終了① 

通信命令異常 

異常終了② 

ユニット異常 

異常終了③ 

相手機器異常 

コマンド 正常 異常 正常 or異常 正常 

相手機器 正常 正常 or異常 正常 or異常 異常 

レスポンス あり なし なし あり 

 

(1)正常終了 

 

シリアル通信実行中 

送信データ完了待ち 

SerialSend命令実行

受信データ待ち 

SerialRcv命令実行 

データ受信完了 

データ正常確認 
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(2)異常終了①（通信命令異常）  

SerialSend命令異常 SerialRcv命令異常 

 

SerialSend命令異常終了

SerialRcv命令異常終了

 

(3)異常終了②（ユニット異常） (4)異常終了③（相手機器異常） 

 

SerialSend実行しない 
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タイムアウト異常発生 

レスポンスデータ異常発生 



9．プロジェクトファイル 

 

9.7. エラーステータス一覧 
 

9.7.1. SerialSend/SerialRcv命令異常 
SerialSend/SerialRcv命令が異常終了したときに発生するエラーです。 

命令異常時のステータスコード(Output_Status)は、次になります。 

 SerialSend命令異常：#16#FF01 

 SerialRcv命令異常：#16#FF02 

発生したエラーステータスは、次に格納されます。 

 ErrorID：Output_ErrorCode1、ErrorIDEx：Output_ErrorCode2 

 

【エラーステータス（エラーコード）一覧】 

 ※Output_ErrorCode1 

 

 

 ※Output_ErrorCode2 
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参考  
エラーの詳細については、「NJ シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本編」

(SBCA-360)の「A-3 エラーコードの詳細」を参照してください。 

エラーの処置については、「CJシリーズ シリアルコミュニケーションユニット ユーザー

ズマニュアル NJ シリーズ接続編」(SBCD-354)の「9-3 トラブルシューティング」を参照

してください。 

 

 

 

9.7.2. 相手機器異常 
相手機器異常が発生したときのエラーコードです。 

相手機器異常時のステータスコード(Output_Status)は、「#16#FF03」になります。 

 

【相手機器異常コード一覧】 

 内容 相手機器異常コード 内容 

ErrorCode1

下位 

レスポンス長 #16#C3 

#16#09 

#16#00 

#16#xx 

正常 

異常応答 

レスポンスデータ無し 

その他異常 

ErrorCode1

上位 

サービスコー

ド 

#16#CB 

#16#xx 

正常/異常応答とも（#CBを受信）

その他異常 

ErrorCode2

下位 

終了コード #16#0000 

#16#xxxx 

正常 

コマンド不正 

ErrorCOde2

上位 

異常応答時の

予約データ 

#16#0000 

#16#xxxx 

正常 

異常状態 

 

 

・相手機器異常履歴機能 

セーフティコントローラからのレスポンスデータには、G9SP_ResponseData[100]以降

に、「発生中の異常情報」および「異常履歴_異常コード」、「異常履歴_異常時通電時間」、

「操作履歴_操作コード」、「操作履歴_操作時通電時間」が含まれます。 

本プロジェクトファイルでは、これらの異常状態の判定を行っていませんので、注意し

てください。 

 

 

参考  
相手機器異常の詳細および処置については、「G9SP シリーズ セーフティコントローラ ユ

ーザーズマニュアル」(SJLB-306)の「第 13章 異常とその処理」を参照してください。 
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10. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2012年 1月 28日 初版 
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